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 要  旨（855 文字） 
  
 昨今、日本では観光資源に対する見直しの動きが活発化しており、新たな施策が求
められている。そのため、観光客の行動を正確に把握する必要があり、観光客に関す
る多様な情報をもとに空間解析を行うことにより、自治体の観光施策の支援を行うこ
とができる可能性がある。この際、観光地の特色、自治体の規模や活動などの空間情
報の多様性についても、十分に考慮する必要性がある。そこで本研究では、情報解析
ツールとして有用性の高い GIS により、観光客に関する情報を用いて、空間再現性
を考慮した観光ルートモデル構築手法を提案することを目的とする。 
 同じ場所から場所へと移動する同一の観光ルートであっても、観光客の特性、利用
する移動手段、付随する状況によって、観光ルートに含まれている空間情報は異なる。
これらの空間情報を場合分けや重みづけによって、可能な限り現実の観光ルートの状
況に近づけることを、本研究では「空間再現性」と定義している。 
 そして本研究の結論は、以下のとおりである。 
(1) GIS を利用して、観光客に関する情報を段階的に反映させ、空間再現性を考慮し
た観光ルートモデル構築手法の提案を行った。この観光ルートモデルは、自治体
の観光施策の支援を行うために、対象地域の様々な情報を有効活用し、さらなる
観光客に関する知見の取得を可能にするものである。 
(2) 研究対象地域として、埼玉県川越市を選定した。川越市は城下町で知られる観光
地であり、観光客の増加に伴う交通問題が深刻化している。そして川越市に関す
る各種データを収集、加工し、これらを用いて観光ルートモデルを構築した。 
(3) 埼玉県川越市の観光ルートモデルに対し、観光施策の有無を基準に設定した 3 段
階のシナリオによるシナリオ分析を行い、本観光ルートモデルを検討した。検討
結果より本観光ルートモデルの空間再現性が認められため、本観光ルートモデル
は時空間の相違や各観光地特有の問題に限定されることなく、他の観光地にも応
用可能である。またこの検討結果をもとに、川越市の観光施策の評価と提言を行
った。 
 
